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◎弥生文化の成立                               読む方向 

 〇土器・・・（①        ）＝薄くてかざりが少ない[かたい] 

     ⇒（②         ）【B.C.4 世紀～3 世紀ごろ】 

 ・（③     ）【米】が広まる→大陸(中国や朝鮮半島)から伝わる。 

                 九州北部～東北まで 

 

      水田の近くにむらを作る（④      生活） 

      収穫したら（⑤        ）へ 

      道具は木製の『くわ』や『すき』、『⑥     』を使う。 

      むらの周りには柵を作る＝（⑦             ） 

 

 ・稲作とともに伝わったのは（⑧        ）【⑨    】【⑩    】 

  【⑨     】…武器、木製のものを作る道具。 

  【⑩     】…祭器の鏡や剣など。 

 ・有名な遺跡・・・（⑪            ）【佐賀】 

          （⑫            ）【静岡】 

 

◎国々の誕生 

 〇稲作がさかん                有力者（⑬    ）や王が出現。 

         大きなむらの成立…堀をめぐらせて、守りを固める。 

           ↓ 

         小国の成立 

 ・B.C.1 世紀ごろ・・・日本はその頃「⑭  」という国。 

  「⑭  」には 100 余りの国がある → （⑮『    』       ）より 

   楽浪郡を通して、（⑯   ）に使いを送る国もある。 

   [朝鮮半島]              （⑰     ） 

 

   倭の「⑱   」という国は、「⑲           」という金印をもらう（紀元 57 年） 

                 →江戸時代に（⑳       ）で発見。 

                （㉑『      』          ）より 

 

◎国々の誕生 

 〇3 世紀に漢が滅び、（㉒           ）の三国に分かれる。 

     ↓ 

   この頃、（㉓        ）という国があり、（㉔    ）に朝貢する。 

 

     （㉕          ）…邪馬台国の女王（㉖     ）が 30 くらいの国を 

                   従えている。 

                  →皇帝から「㉗          」という称号・金印と 

                   銅鏡をもらう。 


